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双方向の情報交流 

 

市職員の除雪作業出動 
 

 今年は、成人式が行われた１月中旬から大

雪が降りました。町田駅や成人式が行われた

体育館と成瀬駅周辺では町田市職員が出動し

て除雪作業を行いました。スコップを用いた

手作業がそれらの場所では見られました。他

方で、市内の積雪場所では道路補修課職員や

建設業者さんが出動し、建設機械を用いたり、

塩化カルシュームを撒く作業で除雪作業を行

いました。この日は市内随所の坂道などで車

両がストップして放置したところや、衝突事

故を起こしている光景を見かけました。これ

からの季節もまだまだご用心ください。 

 
（道路の除雪に大活躍のホイールローダー） 

 

災害出動と今回の違い 
  

 また、地震や台風などの大規模災害時には

市民部防災安全課が中心で出動の対応するこ

とになりますが、今回の除雪作業は建設部内

職員対応（出動）だったとのことでした。 

市職員給与と議員報酬について 

 

国家公務員の給与が減額措置をとられたこ

とで、地方公務員給与も引き下げることが中

央より地方に求められる方向にあります。た

だし、地方自治体側は、「これまでに人員削減

を含めて実施済みで、その削減は認められな

い」としています。今後、町田市でもその引

き下げの実施をどうするか大きな課題になる

でしょう。 

一方で議員の場合は、それぞれ別途検討さ

れることになります。町田市議会は、昨年段

階で報酬審議会にその検討をゆだねる立場を

取っています。その報酬審議会というのは有

識者で構成される市長の諮問機関です。その

メンバーは公表されていませんが、理由は外

部意見の圧力を避けるためとされています。 

近くその審議会の結論（市長への答申）が

出されるものと考えますが、基本的には削減

（引き下げ）の答申は当然と考えます。むし

ろ、議員自ら身を削ることを住民の皆さんは

希望しておられるものと思い、その諮問結果

は別として、自らの削減（引き下げ）となる

ようにしていくべきだと考えます。 

 

★ マルチメディア双方向発信 吉田つとむ発見動画チャンネル 
URL http://j-expert.jp/ 発見動画チャンネル http://jp.youtube.com/yoshidaben 
編集 〒194-0011 町田市成瀬が丘 1-14-12サンホワイトＥ103-13吉田つとむ（市議会議員） 

http://jp.youtube.com/yoshidaben
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第 31期・第 32期 

インターン生募集中 

（国政）高齢者の医療費負担 
いわゆる前期高齢者（70 歳から 74 歳）世

代の医療費の窓口負担は、平成２５年３月末

まで本来の２割負担が１割の負担に減額して

軽減されています。４月１日からその是正期

限が来ますが、新政権はさらに減額期間を延

長し、税投入による補填を継続する考えです。 

 そもそも高齢者の医療保険制度は、現役世

代の健康保険から多額の支援を受けており、

税によって補填するのであれば、さらに現役

世代に新たな負担を強いることになります。

これでは、若者が厚生年金・国民年金制度と

同様に健康保険制度から抜け出したくなり、

伝統的な保険診療制度を崩壊させていくので

はないでしょうか。 

 これまでの「高齢者は、一律、一様に弱者

である」という解釈はあまりにも現実的でな

く、むしろ、所得も少なく財産を持たぬ若者

が多くなって、ますます困窮化するのが現状

だと言われています。 

 私は、これまでの高齢者の負担軽減措置を

見直し、決定通りに２割負担とし、若者に年

金や医療の保険料負担が公平で納得できる制

度に近づける政策が欠かせないのではないか

との考えを強くしています。その意味で、今

回の政権交代後まで上記の軽減措置をさらに

延長するやり方は、財政運営の放漫をさらに

強める発想だと思います。 

ジェネリック医薬品の普及と医療 
 私は、住民の医療費負担を下げる立場から

安価なジェネリック医薬品の利用拡大を真っ

先に主張してきました。当時は、「ジェネリッ

ク」の言葉さえ、一般には普及していない時 

代でした。 

 町田市民病院でのジェネリック医薬品の使

用は徐々に拡大していますし、国民健康保険

者への通知の際にもその利用促進を求める説

明を拡大することを主張してきました。 

今後、希望者がジェネリック医薬品を使用

する方法から、その使用が保険診療の前提と

する考えに速やかに移行していく必要がある

と思っています。 

新インターン生の募集案内 
 過去のインターン生(研修生)の中には、起業

した企業を東証マザーズに上場して大きな話

題（株式会社 ユーグレナ社長＝第１期研修

生の出雲充さん）になったり、弁護士が複数

誕生するなど社会的に大活躍を示してくれて

います。もちろん、一般企業や公務員になっ

て地道に仕事に励む元インターン生も大勢い

ます。昨年の就職者は、SNS 分野の企業に就

職して元気に働いています。他方、なぜかは

不明ですが、吉田つとむの研修生から政治家

が出ていないのが特徴です。どうぞ、皆さん

もご応募下さい。 

 
大手企業（パソナ本社）重役との面談の体験。 

★吉田つとむの連絡先  TEL 042-795-7361  FAX 042-795-2726 
◇ どうぞ、町田市政や議会に関するご要望や、ご意見をお気軽にお寄せ下さい。 

ご連絡、お問い合せは電話・FAX、メールにて。Mail：  


